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協議会次第

１ 開会  ２分
２ 会長・座長挨拶  ５分
３ 本協議会の位置づけ  １０分
４ 議事 令和８年度実証事業について
(１) 自動運転事業 ４５分
(２) MaaS事業 ２０分

５ その他  ５分
６ 閉会  ３分

 計：９０分



会長・座長挨拶
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会長・座長挨拶

会長
塩尻市 副市長 石坂 健一

座長
信州大学 特任教授 不破 泰



本協議会の位置づけ
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会議体整理
◼ 令和２年度に組成した「塩尻型次世代モビリティサービス推進協議会」を引継ぎ、令和３年度に各モビリティサービスの評

価・検証を行う組織として「塩尻MaaS・自動運転協議会」を組成
◼ 令和４年度に内閣府未来技術社会実装事業の採択を受け、同事業の現地支援体制（地域実装協議会）を兼ねている
◼ 令和6年度からは、レベル４モビリティ・地域コミッティも兼ねて開催

未来技術社会実装事業

地域実装協議会
レベル４モビリティ・地域コミッティ

A-Drive株式会社
総務省信越総合通信局情報通信振興課
長野県警察本部交通部交通企画課

主体

組成期間

警察庁交通局交通企画課自動運転企画室
国土交通省北陸信越運輸局自動車技術安全部
国土交通省関東地方整備局長野国道事務所

当該事業の協
議会参画者

令和４年度～令和８年度 令和６年度～事業終了まで

塩尻市・塩尻市振興公社

組成理由
/目的

• 内閣府未来技術社会実装事業採択の必須要件
• 採択取組に対して現地支援体制を構築し、関係

府省庁による総合的な支援を行う

• 国交省自動運転社会実装推進事業の必須要件
• 手続きの透明性・公平性を確保し、レベル４自

動運転サービスの実現を加速化

塩尻MaaS・自動運転協議会と兼ねる会議体

塩尻市・塩尻市振興公社

構成員 ー
（地方公共団体・内閣府が現地支援責任者または構成員を調整）

必須構成員
地方運輸局、地方整備局、地方経済産業局、都道府県警察、
運行主体
任意構成員
都道府県、地方総合通信局、関係事業者、協力団体
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委員名簿
所属 役職 氏名
アルピコ交通株式会社 執行役員 檀原 順志
アルピコホールディングス株式会社 取締役 今村 正平
東日本旅客鉄道株式会社 長野事業本部事業推進部地域共創モビリティユニット マネージャー（Suica・流動創造） 隅田 陽一
美勢タクシー株式会社 常務取締役 中沢 昌稔
平成交通有限会社 専務 甕 剛
アイサンテクノロジー株式会社 取締役 佐藤 直人
A-Drive株式会社 代表取締役社長 岡部 定勝
ネクスト・モビリティ株式会社 代表取締役副社長 西 倫三郎
三菱商事株式会社 モビリティ・ソリューション本部次世代モビリティ事業開発部 部長 中川 和明
EYストラテジー・アンド・コンサルティング株式会社 パートナー 早瀬 慶
株式会社MaaS Tech Japan 代表取締役 日高 洋祐
信州大学 特任教授 不破 泰
信州大学 教授・副学長 林 靖人
信州大学 教授 高瀬 達夫
警察庁 交通局交通企画課自動運転企画室 室長 中嶋 正浩
経済産業省 関東経済産業局産業部製造産業課航空宇宙・自動車産業室 室長 澤原宜 謙
国土交通省 北陸信越運輸局自動車技術安全部 部長 佐々木 昌憲
国土交通省 北陸信越運輸局交通政策部交通企画課 課長 大村 進太朗
総務省 信越総合通信局情報通信振興課 課長 砂川 友美
長野県 企画振興部DX推進課 課長 松山 順一
長野県 企画振興部交通政策局交通政策課 課長 酒井 裕司
国土交通省 関東地方整備局長野国道事務所 （未来技術社会実装事業 現地支援責任者） 所長 川邊 知久
国土交通省 中部地方整備局飯田国道事務所 事務所長 松枝 真吾
長野県 警察本部 交通部交通企画課 課長補佐 関 康洋
長野県 松本建設事務所 維持管理課 課長 小西 陽子
塩尻市 副市長 石坂 健一
塩尻商工会議所 専務理事 篠原 清満
塩尻市振興公社 常務理事 太田 幸一
大門地区 区長会長 伊藤 秀文
高出地区 区長会長 塩原 康視
オブザーバー
塩尻警察署 交通課 課長 黒岩 治貴
内閣府地方創生推進事務局
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塩尻市交通DX全体像

2029
（R11）

⚫ 公共交通のサービス間連携やキャッシュレス決済がなく、
新規モビリティ導入効果が最大化されていない

⚫ MaaSに必要なインフラであるデータ連携基盤整備
⚫ 交通分野に関連した他領域の地域課題の深堀り
⚫ 運転手やデジタル人材等の担い手不足

⚫ 振興バス及びのるーとによる公共交通サービス提供
⚫ 市街地におけるのるーとへの転換が完了
⚫ MaaSプロジェクト数２事業（アプリ、ダッシュボード）
⚫ 一般公道での自動運転レベル４走行をチャレンジ

課
題

現
状

目
指
す
姿

◼ のるーと、自動運転を核としたモーダル間の連携によ
る地域交通の最適化

◼ 他分野と連携した域内移動の効率化
◼ 共通プラットフォームの構築
◼ 地域人材による持続可能なオペレーション体制の確立

2025

202４
（R６）

2026

2027

強
み

⚫ のるーと、自動運転など新たな技術を活
用した取り組みを推進

⚫ 官民共創によるプラットフォームが確立
⚫ 日本を代表するMaaS、自動運転プレイ

ヤーの集積

⚫ 技術面｜市街地西回りルートL４実装
⚫ 事業性｜事業体構築準備（他地域展開・公共交通統合検討）

⚫ 技術面｜運行拡大エリアでの走行実証、複数台L2運行
⚫ 事業性｜事業体構築準備（他地域展開・公共交通統合検討）

⚫ 技術面｜駅・市役所間往復L4走行実現、運行範囲拡大
⚫ 事業性｜事業モデル等構築

2028

市街地の便利な暮らし と
農山村集落の豊かな暮らし の両立

目指す都市像
“コンパクトシティ・プラス・ネットワーク”

⚫ 技術面｜L４運行範囲の拡大、複数台遠隔型L4
⚫ 事業性｜事業運営開始

「利便性高く持続可能な交通網の実現」と
「自家用車から公共交通の転換」に向けた
各種実証の加速

自動運転サービス車両数1万台（2030年）
※国交省：第3次交通政策基本計画

自動運転サービス定常運行

市街地の交通の充実・最適化

一次到達点
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交通DXに取り組む背景

官民連携による自家用車から地域公共交通サービスへの転換

⚫ 高齢ドライバー増加による事故リスク増大

⚫ 塾や病院送迎等、現役世代への負荷

⚫ 自家用車所有による家計負担

⚫ まちづくりへの影響（駐車場確保、郊外化）

⚫ 環境配慮（カーボンニュートラル、シェアリングエコノミー）

背景

⚫ 公共交通サービスの不足（サービスレベル、種類）

⚫ ユーザーの意識改革（自家用車所有からの脱却）
課題

産学官民共創により既存サービスの高度化と新たなサービス創出に取り組む

実施区域：塩尻市全域（近隣市町村との連携も随時検討）
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塩尻市交通DXの目指す姿

コンパクトシティ・プラス・ネットワーク

集落内交通
セミデマンドグリスロ・

カーシェア等

市街地交通
オンデマンドバス

＋自動運転

市街地～集落間交通
定時定路線バス
＋（自動運転）

自動運転

次世代の地域交通を支える基
盤技術として、技術・社会受
容性・事業化の観点から官民
連携で実証実験を推進し、
2027年の地域実装を目指す

MaaS

交通DX基軸とし、地域課題
の解決や地域住民のQOL向上
につながる新たなサービスを
開発・実装

オンデマンドバス

MaaS領域の具体的アウト
プット第一弾として、多くの
課題を抱える市街地コミュニ
ティバスを代替するサービス
として社会実装



議事
令和8年度事業について



自動運転
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2026年3月 レベル4一般試乗会

TIER IV製『Minibus 2.0』

• 運行者を除き乗車10名(着座)

• 乗務員乗車型（運行主任者）

• 35km/h以下

レベル４特定自動運行 塩尻駅から塩尻市役所までの往復 約1.2km

使用車両 走行ルート

運行体制

特定自動運行主任者を車内運転席に配置

運行日・ダイヤ

乗車人数等

• ８日間で計１５３名

（関係者除く）が乗

車、乗車率約４０％

• 年齢層は40代、

50代が多く、30

代・60代が続く

• 市内：市外（県外含

む）割合は４：６

• 8日間（3/17～3/20、3/24～3/27）
• 塩尻駅発 ５便/日

10:30、11:00、13:30、14:00、14:30

塩尻駅

塩尻市役所

信号連携箇所（3か所）
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• 順次運行エリアを拡大し、西回り・東回りのレベル
2走行およびレベル2定常運行を達成した。

• 駅⇔市役所ルートは、往復でのレベル4許認可取
得および一般試乗会を達成し、レベル4自動運転
を地域の移動手段とする第一歩となった。

2025年度までの到達点

レベル2 * レベル4

走行実証 一般試乗会 定常運行 許認可取得 一般試乗会

塩尻駅⇔塩尻市役所
（1.2km）

〇 〇 － 〇 〇

西回りルート
（4.0km）

〇 〇 〇 － －

東回りルート
（4.5km）

〇 〇 〇 － －

* 認知のみにAIを活用するシステム
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自動運転事業のロードマップ

人材・
運営
体制

社会
受容性

試乗会・シンポジウム等による社
会受容性の継続的な醸成

MaaS
連携

固定型端末機

地域交通事業者・
KADO

への技術移転

2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029

事業性
交通モード検証/モビ
リティダッシュボードと

のデータ連携

実証実験フェーズ 社会実装フェーズ

利
便
性
高
く
持
続
可
能
な
交
通
網
の
実
現

LINEアプリ
乗車予約WEB予約

Minibus1.0→2.0JPNTAXI

リエッセ
Ⅱ

車両
GSM８

定常運行
開始

【国内最先端自動運転】
レベル4区間拡大

MaaS連携

自動運転技術を題材とした
小中高生向け教育プログラム等

寄付・協賛金、広告、視察、貨客
混載による収益確保

環境
整備

インフラ
通信

地図製作
KADO自動運転用地図製作 地域人材による地図メンテナンス

5G基地局設置/5G通信実証４G-LTE遠隔

遠隔監視・保険見守りサービス実証

信号機連携・ITSスマートポールの高度化
インフラ型

事故防止施策

小売店等連携施策

【持続可能な自動運転サービス】
・収入最大化、コスト低減
・移動総量増加
・地域経済活性化

【安全な走行環境構築】
  ・L4走行無事故
・車内快適性向上
・他交通事故減少

公共交通計画への反映 計画に基づいたサービス運営行政計画

コスト

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
た
地
域
公
共
交
通
計
画
の
開
始

地域で持続可能な運営事業
体の構築検討

【運営事業体の構築・運営】
・事業課題解決
・オペレーション課題解決

自立化に向けた事業費コストダウンの徹底

地域人材によるレベル４車両運行
主任者・保安員育成

レベル4
許認可

遠隔複数台監視
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2026年度事業スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①市予算事業等
国事業の成果を踏
まえた一般運行

②国土交通省事業
レベル2運行

L4開発走行/西回り
AI活用拡大

③総務省事業

レベル2運行
（一部レベル4検討）

KDDI主体
駅・市役所/東回り

複数台走行/通信改善

④その他

計画 レクチャー

準備運行

一般運行

採択

一般運行

計画 技術検証準備

申請 計画 学習データ収集、準備運行

第1回MaaS・自動運転協議会
（本日）

第２回MaaS・自動運転協議会

事業体構築検討

データ分析・報告

報告

一般運行検討

採択

（通年） 公共交通計画への盛り込み調整
内閣府・未来技術社会実装事業／デジタル庁・先行的事業化地域

関係者試乗

国への要望活動

（通年）社会受容性向上の取り組み
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今年度の走行ルート
西回りルート 4.0km 東回りルート 4.5km

ユメックスアリーナ2

カインズ塩尻店
デリシア塩尻東店2

塩尻市役所3

シャトレーゼ塩尻店3

西友塩尻西店4

塩尻駅 ※発着1

停留所

東西共通ルート
西回りルート
東回りルート
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今年度の走行ルート

西回りルート 東回りルート 塩尻駅⇔塩尻市役所ルート

• 発着地点を「core塩尻」から「塩尻駅」に変更
• 「エニタイムフィットネス」停留所を「西友塩尻西

店」停留所に変更
• 「塩尻駅西」停留所を廃止

※発着地点を塩尻駅とするため

• 発着地点を「core塩尻」か
ら「塩尻駅」に変更

• （変更なし）

変更点

塩尻駅⇔塩尻市役所ルート 1.2km

塩尻市役所2塩尻駅 ※発着1
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社会受容性向上（地域事業者との連携）

▲カインズさま 製作ポスター ▲シャトレーゼさま 限定商品販売 ▲スイートさま 限定商品販売▲クーポン連携

• 2025年度は西回り・東回り・駅⇔市役所ルートそれぞれで近隣店
舗との連携施策を実施。

• 自動運転バスの試乗者が店舗を訪問したほか、運行期間外にもコ
ラボ商品の販売を通じて地域住民が自動運転事業を知る契機と
なる等、自動運転の認知向上と店舗の来客増という好循環が生ま
れている。

• 今年度は既存連携事業者に加え、新規の連携候補となる事業者と
協議を行い、継続した施策実施を推進する。

「商品お買い上げの方に自動運転がデザイ
ンされた紙袋で商品をお渡ししています。」

①市予算事業等
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2026年度事業スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①市予算事業等
国事業の成果を踏
まえた一般運行

②国土交通省事業
レベル2運行

L4開発走行/西回り
AI活用拡大

③総務省事業

レベル2運行
（一部レベル4検討）

KDDI主体
駅・市役所/東回り

複数台走行/通信改善

④その他

計画 レクチャー

準備運行

一般運行

採択

一般運行

計画 技術検証準備

申請 計画 学習データ収集、準備運行

第1回MaaS・自動運転協議会
（本日）

第２回MaaS・自動運転協議会

事業体構築検討

データ分析・報告

報告

一般運行検討

採択

（通年） 公共交通計画への盛り込み調整
内閣府・未来技術社会実装事業／デジタル庁・先行的事業化地域

関係者試乗

国への要望活動

（通年）社会受容性向上の取り組み
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自動運転社会実装推進事業

事業概要

• 5年連続の採択。2025年度からの変更で、補助率は4/5
• 遅くとも2027年度までに、全区間のレベル4実装（認可取得）が必要
• 実装の目標について、地域公共交通計画等の地方公共団体が策定する計画において公表する必要がある

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001996231.pdf

②国交省事業

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001996231.pdf
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国交省事業提案の概要 ②国交省事業

レベル2走行実証

2027年度に西回りルートのレベル4
認可を目指す準備期間として、レベル

2による走行実証を行う

事業体構築検討

複数の事業者が1つの運営事業体を構
築することによる、事業課題やオペ
レーション課題の解決可能性を検討

2027年度レベル4運行区間拡大
地域でのレベル4移動サービス実現
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走行実証

更新したシステムによる走行実証

• 西回りルートの2027年度自動運転レベル４移動
サービス実現に向け、今年度はレベル２走行実証
を実施する。

※ 西回りルートにおいて今年度のレベル4走行
は実施しない

• より安全かつ安定的な運行を行うために、認知に
加えて車両の行動計画や予測にもAIを活用した
システムによる走行技術の検証を行う。

使用車両

• Minibus2.0
（塩尻市振興公社が2023年度に購入）

運行ルート（西回りルート）

• 2027年度レベル4認可を達成するため、西回り
ルートにて実施する。

• なお、「ユメックスアリーナ」停留所は、降車後のア
リーナへのアクセス等を踏まえ、停留所の場所を
比較検討する。

②国交省事業

ユメックスアリーナ2

シャトレーゼ塩尻店3

西友塩尻西店4

塩尻駅 ※発着1

信号連携箇所（5か所）
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行動計画にもAIを活用したシステム

第10回 地域活性化・人手不足対応ワーキング・グループ資料（https://www8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/kisei/meeting/wg/2501_01local/260514/local10_0102.pdf#page=7）

②国交省事業

従来 今年度より導入

https://www8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/kisei/meeting/wg/2501_01local/260514/local10_0102.pdf#page=7
https://www8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/kisei/meeting/wg/2501_01local/260514/local10_0102.pdf#page=7
https://www8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/kisei/meeting/wg/2501_01local/260514/local10_0102.pdf#page=7
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AI活用の考え方（ルールベース・AIハイブリッド）

予
測
 ・ 
判
断
処
理

認
識
処
理

全体概略図及び要素説明

認知

予測
※物体認識

位置情報
※自己位置制御

Planning AI
※行動計画や予測

計画・経路生成

セーフティー機能

車両制御

ルールベース
/単純処理

AIベース処理凡例：

LiDAR   カメラ     
Radar 
etc.

AIでの経路生成や予測を 
行いつつルールベースでも
簡素化した処理を実施

物体認識と 
自己位置制御

センサー類からの 
データ取得  

AIでの出力結果に対し
ルール処理での結果を踏まえ
安全制御のフィルターを設置

AI

AI

A-Drive作成資料
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AI学習走行の実施

手動走行による
データ収集

学習データ反映

レベル2
走行

手動走行による
データ収集

学習データ反映

レベル2
走行

前期AI学習（7月～10月） 後期AI学習（12月～）

AI学習の流れ

• 初期的には、次の手順を繰り返すことで
AIが人間ドライバーの走行を学習する。

1. 学習データの蓄積として、人間ド
ライバーが手動で運行することを
繰り返す。

2. AI学習をシステムに反映させ、レ
ベル2走行による検証を行う。

期待される効果

• 人間ドライバーの走行を「お手本」として学習したモデルを構
築することで、より人間に近い挙動をシステム反映すること
ができる。

• 過去の自動走行における手動介入要因（＝レベル4に向けて
解決すべき課題）となっていた路上駐車や、交差点取り残さ
れに対して、円滑に走行を行うことができる。

• これまでのシステムと異なり、類似ケースの学習内容をもと
に初見でも柔軟な挙動ができるようになり、来年度以降運
行エリアを拡大したレベル4の許認可を目指すことができる。

学習サイクルのイメージ

• 自動走行、手動介入部のみ
を学習し精度向上

• 後期AI学習において一般試
乗実施予定

②国交省事業
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「ユメックスアリーナ」停留所の検討 ②国交省事業

検討背景

• 多くの乗客の利用が見込まれるため、アリーナへのアクセスと
スムーズな乗降を両立できる場所であることが望ましい。

• 昨年度の停留場所（とをしや薬局北側市道上）に加え、「セブン
イレブン松本歯科大学前店」駐車場での乗降を本事業におい
て検討する。

• なお、ユメックスアリーナ敷地内への乗り入れは困難であり、
今年度は検討を行わない。

検討ポイント

• 停留所の安全な停車、発車ができるか。

• 乗客がより安全に乗降し、目的地に到着
できるか。

• 周辺の交通流への影響を抑えられるか。

新規検討場所

とをしや薬局
桔梗ヶ原店

セブンイレブン
松本歯科大学前店

ユメックスアリーナ
入口

昨年度停車場所
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運営事業体検討

昨年度の検討状況

• 自動運転バスの運行には事業面、オペレーション面ともに課題があり、単一の主体がこれを継続的に担っていること
は困難であると整理した。

• 複数の主体が共同で「運営事業体」を設立した場合、単一の主体が担う場合に比べて課題への解決可能性が高まる
と考えられる。

• 事業性改善に向けては、地域振興バス「すてっぷくん」やオンデマンドバス「のるーと」と統合した運営や、他地域展開
によるコスト圧縮が検討候補となる。

• 運営事業体を設立する場合は、事業責任者や特定自動運行主任者・運行管理者等の役割分担を検討する必要がある。

②国交省事業

A-Drive作成資料
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運営事業体検討

今年度の検討事項

• 2027年度のレベル4運行に向けては、2026年度中に運営事業体の設立要否や在り方を具体化し、必要な手続き
を済ませたうえで、運営や運行のオペレーションを確立する必要がある。

②国交省事業

A-Drive作成資料



長野県塩尻市 塩尻MaaS・自動運転協議会 令和8年度第1回 30

2026年度事業スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①市予算事業等
国事業の成果を踏
まえた一般運行

②国土交通省事業
レベル2運行

L4開発走行/西回り
AI活用拡大

③総務省事業

レベル2運行
（一部レベル4検討）

KDDI主体
駅・市役所/東回り

複数台走行/通信改善

④その他

計画 レクチャー

準備運行

一般運行

採択

一般運行

計画 技術検証準備

申請 計画 学習データ収集、準備運行

第1回MaaS・自動運転協議会
（本日）

第２回MaaS・自動運転協議会

事業体構築検討

データ分析・報告

報告

一般運行検討

採択

（通年） 公共交通計画への盛り込み調整
内閣府・未来技術社会実装事業／デジタル庁・先行的事業化地域

関係者試乗

国への要望活動

（通年）社会受容性向上の取り組み
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総務省事業概要 ③総務省事業

1:N遠隔監視に向けた通信・映像最適化の実証

• 公共交通の維持や自動運転の事業性確保に向けては、自動運転車両の複数台運行を見据えた検討が求められるが、
その際には通信が不安定な場所においても「1:N」の遠隔監視ができる環境が必要である。

• 本事業では、自動運転車両の複数台走行や通信環境の変化で引き起こされる通信輻輳発生時にも、「1:N」の遠隔監
視に必要な映像品質を確保しつつ、一般利用者の通信品質への影響を最小限に抑えるための検証を実施する。

• 一部の走行は、塩尻市振興公社保有の車両1台に加え、実証用にKDDI社の車両を1台準備し、2台で実施する。

KDDI
（代表機関）

塩尻市
振興公社

アルピコ交通
アイサン

テクノロジー

塩尻市（協力機関）

• ティアフォー製Minibus 2台
（振興公社車両、KDDI車両）

1:N遠隔監視のイメージ

遠隔監視室

・・・・・
（N台）

実証機関

実施体制（コンソーシアム）車両
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事業計画 ③総務省事業

期間 振興公社車両 KDDI車両

11/2（月）-11/6（金）

駅・市役所往復
技術実証（予備日含む） 一部期間において一般試乗を検討

11/9（月）-11/13（金）

11/16（月）-11/20（金）

11/23（月）-11/27（金）
調整等

11/30（月）-12/4（金）

12/7（月）-12/11（金） 東回りルート
技術実証 兼 一般試乗12/14（月）-12/18（金）

カインズ塩尻店
デリシア塩尻東店

2

塩尻市役所3

塩尻駅 ※発着1

塩尻市役所2塩尻駅 ※発着1

• 駅⇔市役所：2台運行

• 東回り：1台運行

信号連携箇所（5か所）

走行期間

走行ルート
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2026年度事業スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

①市予算事業等
国事業の成果を踏
まえた一般運行

②国土交通省事業
レベル2運行

L4開発走行/西回り
AI活用拡大

③総務省事業

レベル2運行
（一部レベル4検討）

KDDI主体
駅・市役所/東回り

複数台走行/通信改善

④その他

計画 レクチャー

準備運行

一般運行

採択

一般運行

計画 技術検証準備

申請 計画 学習データ収集、準備運行

第1回MaaS・自動運転協議会
（本日）

第２回MaaS・自動運転協議会

事業体構築検討

データ分析・報告

報告

一般運行検討

採択

（通年） 公共交通計画への盛り込み調整
内閣府・未来技術社会実装事業／デジタル庁・先行的事業化地域

関係者試乗

国への要望活動

（通年）社会受容性向上の取り組み
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自治体連携による国への要望活動

概要

• 本市を含む6市（小松市、塩尻市、岐阜市、四条畷市、熊本市、
豊見城市）が発起人となり、自動運転の取り組みを先進的に
行う自治体が共同で国への支援を要望した。また、発起人が
自動運転事業を推進する自治体に呼び掛け、49の賛同自
治体が集まった。

• 6月9日、デジタル庁松本大臣・国土交通省佐々木副大臣ら
への要望書手交を行った。

要望事項

1. 社会実装のための実証実験
に取り組む地域に対する支援

2. 自動運転サービス実装後に
おける支援

3. 自動運転技術水準の向上に
資する支援

松本デジタル大臣（右から３人目）への要望書手交

佐々木国土交通副大臣（中央奥）への要望書手交

④その他
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内閣府・未来技術社会実装事業 ④その他

https://www.chisou.go.jp/tiiki/kinmirai/pdf/r8miraigaiyou.pdf

https://www.chisou.go.jp/tiiki/kinmirai/pdf/r8miraigaiyou.pdf
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• デジタル庁の「令和7年度自動運転社会実装先行的事業化地域事業」に、本市を含む13地域が選定された。

• 本事業は、政府の自動運転政策をとりまとめるデジタル庁の下、関係府省庁が連携して採択地域に対して知見の共
有や課題の解決を図る。なお、財政的支援は伴わないもの。

• 今後、レベル4による運行エリアの拡大およびそのために必要な持続可能な収支モデルの確立に向けて、関係府省庁
のバックアップを受けながら本格的なレベル4自動運転サービスの開始を目指す。

デジタル庁・先行的事業化地域 ④その他

採択地域

• 神奈川県横浜市

• 大阪府堺市

• 兵庫県神戸市

採択地域

• 茨城県日立市

• 長野県塩尻市

採択地域

• 宮城県仙台市

• 茨城県つくば市

• 神奈川県川崎市

• 神奈川県平塚市

• 石川県小松市

• 愛知県

• 京都府

• 香川県三豊市

第14回モビリティワーキンググループ（モビリティWG）事務局資料（https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/3fafc56c-fe8e-4c24-
a3fa-5003126259ae/2f76c3f8/20260312_meeting_mobility-working-group14_outline_02.pdf#page=2）

https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/3fafc56c-fe8e-4c24-a3fa-5003126259ae/2f76c3f8/20260312_meeting_mobility-working-group14_outline_02.pdf#page=2
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/3fafc56c-fe8e-4c24-a3fa-5003126259ae/2f76c3f8/20260312_meeting_mobility-working-group14_outline_02.pdf#page=2
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/3fafc56c-fe8e-4c24-a3fa-5003126259ae/2f76c3f8/20260312_meeting_mobility-working-group14_outline_02.pdf#page=2
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/3fafc56c-fe8e-4c24-a3fa-5003126259ae/2f76c3f8/20260312_meeting_mobility-working-group14_outline_02.pdf#page=2
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/3fafc56c-fe8e-4c24-a3fa-5003126259ae/2f76c3f8/20260312_meeting_mobility-working-group14_outline_02.pdf#page=2
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/3fafc56c-fe8e-4c24-a3fa-5003126259ae/2f76c3f8/20260312_meeting_mobility-working-group14_outline_02.pdf#page=2
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/3fafc56c-fe8e-4c24-a3fa-5003126259ae/2f76c3f8/20260312_meeting_mobility-working-group14_outline_02.pdf#page=2
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/3fafc56c-fe8e-4c24-a3fa-5003126259ae/2f76c3f8/20260312_meeting_mobility-working-group14_outline_02.pdf#page=2
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/3fafc56c-fe8e-4c24-a3fa-5003126259ae/2f76c3f8/20260312_meeting_mobility-working-group14_outline_02.pdf#page=2
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/3fafc56c-fe8e-4c24-a3fa-5003126259ae/2f76c3f8/20260312_meeting_mobility-working-group14_outline_02.pdf#page=2
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/3fafc56c-fe8e-4c24-a3fa-5003126259ae/2f76c3f8/20260312_meeting_mobility-working-group14_outline_02.pdf#page=2
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/3fafc56c-fe8e-4c24-a3fa-5003126259ae/2f76c3f8/20260312_meeting_mobility-working-group14_outline_02.pdf#page=2
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/3fafc56c-fe8e-4c24-a3fa-5003126259ae/2f76c3f8/20260312_meeting_mobility-working-group14_outline_02.pdf#page=2
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デジタル庁・先行的事業化地域 ④その他

デジタル行財政改革会議資料（https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_gyozaikaikaku/kaigi14/kaigi14_siryou1.pdf#page=12）

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_gyozaikaikaku/kaigi14/kaigi14_siryou1.pdf#page=12


MaaS
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1. 広告・クーポン事業について

2. 交通空白解消事業について
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1. 広告・クーポン事業について

2. 交通空白解消事業について
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広告・クーポン事業
➢ 実証内容

• のるーと塩尻車内に設置しているモニターやLINE予約画面、車内ポスターなどの広告を有償で募集する
• のるーと塩尻や自動運転バスの乗車時に特定の店舗等で消費できるクーポンを配布する

➢ 目的
① 地域事業者の情報を発信することで、認知向上や来店機会の増加などの地域活性に繋げる

→広告をきっかけにこれまで訪れたことのない地域事業者への来店や公共交通での外出を促進する

② 地域全体での持続可能な公共交通サービスの構築に向けた、新たな企業ブランディングに繋げる
→地域事業者と連携し、公共交通の維持に向けた運賃収入以外の継続的なキャッシュポイントを構築すると
ともに、地域住民への認知向上を目指す

③ 過去、2年間継続的に実施してきた知見や地域事業者との関係性を維持するとともに、本事業の地域内での
認知向上と新たな連携事業者獲得に繋げる
→今後、検討を進める事業体での持続性可否を含めて検証する

サイネージ広告 バナー広告 自動運転バス車内窓上広告 クーポン
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1. 広告事業について

2. 交通空白解消事業について
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国土交通省 補助事業の活用
➢ 「交通空白」の解消に向けた地域の移動手段の確保等に対する支援のほか、デジタル技術を活用した高度サービスの実装や地方公共

団体の体制整備等についての支援

出所：国土交通省資料より

採択事業②③

採択事業①
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３．地域交通DX推進タイプ
➢ 「移動の足」の確保や外出機会創出、公共交通分担率向上など持続可能な地域交通を実現するため、国の定める標準仕様に基づく

システム統合、デジタル技術を活用した高度サービスの実装を推進

出所：国土交通省資料より
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採択事業①（事業概要）
事業主体 取組内容

株式会社MaaS Tech Japan

事業概要

自社サービスMaaSアプリ「Noluday」に、複数の交通サービスに
配車予約できる仕組みとして、タクシー配車予約機能とデマンド
交通予約機能を構築し、アプリ利用者がスムーズに各モビリティ
の予約ができる環境を実現する
また、国土交通省の定める標準API仕様に準拠したシステム連携
を行うことで、今後、他地域へ展開する際の個別開発を抑制し、
導入障壁の低減を図る

見込まれる事業効果

事業実施体制標準API仕様に準拠することで、新規地域導入時のタクシー配車
予約またはデマンド予約との連携のための初期導入コスト（シス
テム連携個別開発費・仕様調査業務・事業者間調整業務）を軽減
できる

システム開発・
データ連携作業

申請主体

MaaS Tech Japan

塩尻市

アルピコタクシー

パーソルクロス
テクノロジー

電脳交通

ネクストモビリティ

検証協力

スペアテクノロジー
ソリューションズ

①開発
「Noluday」に「タクシー配車システム連携API標準仕様書」・
「デマンドバスシステム連携API標準仕様書」に則ったAPI呼び
出し機能を実装

②実証
「Noluday」を通じてタクシーおよびデマンド交通の予約情報
が各配車管理システムと連携することの検証
予約・配車・運行までの一連の業務プロセスが円滑に実施でき
ることの検証

③効果測定
アンケート調査による利用者利便性向上に関して評価
商用サービス化に向けた機能充足・運用面の課題に関して評価
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採択事業①（取組内容）
取組内容

「Noluday」に アルピコタクシーの配車予約 と のるーと塩尻の配車予約 を直接的に行えるAPI連携機能を実装する

before

Noluday
タクシー会社

電話番号
配車

のるーと塩尻
LINE予約画面

スペアプラット
フォーム

配車

after

Noluday
電脳交通

配車システム
配車

スペアプラット
フォーム

配車

★国交省標準API
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事業スケジュール
26年7月 26年8月 26年9月 26年10月 26年11月 26年12月 27年1月 27年2月 27年3月

システム開発

API連携テスト(タクシー)

API連携テスト(デマンド)

内部テスト〔UI/UXテスト〕
（テスト環境）

内部テスト結果集計・評価

告知（チラシ・ポスター）

ユーザーテスト
（本番環境）

事後評価

本格稼働

～8月末

～8月末

～9月末

テスト人員確保 ～10月頭

～11月頭 ★ユーザーテスト実施の最終検討

デザイン・校正 ★入稿
ポスティング

ポスター掲出

～1月末

～2月半ば

3月頭～
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４．モビリティ人材・組織育成タイプ

出所：国土交通省資料より

➢ 「交通空白」を生み出さない体制を整備するため、効率的な地域交通への見直しを含む企画・立案を行い、交通事業者や地元住民等
の関係者との調整を進める人材・組織を育成
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採択事業②（事業概要）

事業対象者

自治体内の関係各課
※都市計画課(2名)・先端産業振興室(2名)・地

域共生推進課(1名)・学校教育課(1名)・観光
プロモーション課(1名)・企画課(1名)

習得するスキル データの可視化・施策立案への反映

人材・組織育成
の内容及び手法

①人材育成プログラム構築・体制整備
協議会事務局の運営方法を確立するとともに、
多様なモビリティの連携と需要集約に向けた
プログラムカリキュラム・マニュアルを作成

②勉強会の実施
講師による交通データ分析方法の基礎・
WEBGISによる可視化・需要分析・乗降データ
の標準化までを体系的に習得

③WSの実施
分析結果を基に各移動サービスの課題整理・
需要集約・役割分担・連携についての検討と
地域交通の最適化に向けた施策案を検討

事業主体 見込まれる事業効果

塩尻市交通データ分析協議会

目的

多様な移動サービスが各課で個別に運行されており、連携不足や
非効率な運行が課題となっている中で、分析から施策立案までを
担う人材を育成し、モビリティの役割分担や統合を推進すること
で、組織体制の構築および持続可能な地域交通体系の構築を図る

事業概要

事業実施体制

①データ分析・可視化の内製化とコスト最適化
職員自ら基礎分析できる体制を構築し、外部委託業務の最適化
とコスト削減を図る

②部局横断の共通基盤の形成
関係者間の共通認識を醸成し、役割分担や連携に関する議論の
円滑化とその後の合意形成を促進する

③データ活用基盤・組織体制の整備
運行実績データの可視化・標準化により、データ活用の促進と
複数主体での活用基盤・組織体制を構築する

④移動需要の集約と地域交通の最適化
分析結果に基づきサービス連携と需要集約を進め、輸送資源の
最適配分と持続可能な交通体系の構築に繋げる

塩尻市交通データ分析協議会

勉強会/WS主導
申請主体

(株)ゼンリン 塩尻市

株式会社AMANE

塩尻市の関係各課

都市計画課 先端産業振興室 地域共生推進課 学校教育課

データ分析・レクチャー委託

レクチャー実施

観光プロモーション課 企画課
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採択事業②（取組内容）
第１回勉強会 第２回勉強会 第３回勉強会 第１回ＷＳ 第２回ＷＳ

実施方法
ＷＥＢ
講義式

ＷＥＢ
講義式

現地
グループワーク式

現地
グループワーク式

現地
グループワーク式

開催日時
7/16（木）
15時～16時

8/17（月）
10時～12時

11/9（月）
14時～16時

10/6（火）
14時～16時

1/15（金）
14時～16時

実施内容 • プロジェクトの全体像
• 事業の位置づけ
• 今後のスケジュール
• 事前準備物の情報提供

• データ活用事例やサー
ビス間連携事例の共有

• 今後必要なデータ項目
について共有

• 各課からの情報提供
• サービス全体の可視化
• 現状の課題共有

• 共有情報をもとに役割
分担の仮説を立てる

• データ可視化ツールを
学ぶ

• 可視化したデータを基
に仮設の実効性を検証
する

全体説明
データでできること

を知る
サービス概要や
課題感の共有

仮説を立てる
データを活用した

仮説検証
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採択事業②（事業後の目指す姿）

目指す姿

◼ 「市街地の便利な暮らし」と「農山村集落の豊かな暮らし」
の両立に向けた、モーダル間（枝・幹・葉）の連携による
地域交通の最適化

◼ 目指す都市像
“コンパクトシティ・プラス・ネットワーク”

課題

◼ 学生や高齢者など、多様な対象に複数のサービスが提供されているが、各サービスの差別化や役割分担、
連携ができていない。

◼ 地域内の潜在ニーズが把握できず、サービス水準の評価や新たな施策立案ができない。
◼ ツールの持続的な活用（人材面、ハード面）ができていない。

モビリティ人材・組織育成タイプの活用

ア
ク
シ
ョ
ン

参集
範囲

塩尻市役所 都市計画課（地域振興バス所管）、地域共生推進課（福祉サービス所管）、
学校教育課（スクールバス所管）、先端産業振興室（自動運転バス所管）、
観光プロモーション課（観光振興所管）、企画課（企画政策部局）他関係部局

ゴール ◼ 各サービスの役割分担が明確になり、公共交通としてのサービスを再定義する。

取組
内容

◼ 勉強会とWSの実施により、既存交通の利用状況と各サービスの特性を整理する。
→各サービスの利用者属性・時間帯別利用状況・ＯＤの整理
→潜在ニーズ（属性・ＯＤ・現行の移動手段）の可視化

Ｓｔｅｐ１

新しい組織体・交通部局の組成

ゴール
◼ データの選び方、見方、ツールの使い方、分析結果の活用方法が分かる人材が育成され、公共交通計画の

検討や施策の立案を横断的に持続可能な形で実施できる体制が整備される。

Ｓｔｅｐ２
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採択事業③（事業概要）

塩尻版モビリティDXアカデミープロジェクト

• 地域交通の維持には運営の効率化や他地域展開による収入確保が必要だが、地域交通全体を俯瞰したデータに基づく企画高度化が十
分ではない状況。

• 本事業は、データ活用による企画高度化を担う人材を育成すると共に、地域交通の企画・調整・データ活用を担う推進体制／機能を整理
し、モビリティ運行事業体の準備団体として「塩尻市モビリティ人材育成コンソーシアム（仮称）」を立ち上げることを目的とする。

事業対象者 › 塩尻市職員
› 交通事業者職員
› 塩尻市振興公社職員

習得するスキル ① 地域公共交通の設計スキル
② データ活用による需要分析・企画立案スキ

ル
③ 関係者調整・合意形成スキル
④ 運行事業体設計スキル
⑤ 推進体制の立上げ・運営スキル

人材・組織育成の
内容および手法

実践型育成
• データを用いた現状分析・需要把握
• ワークショップによる課題整理・施策立案
• ワークショップによる交通サービス連携と運

行見直しの検討
• ワークショップによる交通持続可能性を高

める運行事業体設計
• 地域交通の企画・調整・データ活用を担う推

進体制設計

A-Drive
（実施主体）

コンサルティング会社
（人材・組織育成：資料準備／

プログラム推進）

Agoop
（人材・組織育成：人流データ分析）

委託

連携

塩尻市モビリティ
人材育成

コンソーシアム（仮称）

塩尻MaaS・
自動運転協議会

連携

全体推進・とりまとめ支援

プロジェクト
全体管理

事業概要 実施体制
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